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1はじめに
　当婦人科病棟では子宮体癌、子宮頚癌をはじめとし
た婦人科疾患の手術において、リンパ郭清手術を受け
る患者が多く、そのためリンパ液の通過障害から下肢
のリンパ浮腫を起こす患者が多い。現在当科では、こ
のリンパ浮腫に対し波動マッサージを施行するなどの
対処療法を行っている。しかし、リンパ浮腫の予防に
対して積極的に取り組んでいなかった。リンパ浮腫に
対しては早期からの予防が必要であると言われてい
る。当病棟でも予防的な看護介入が必要であると感じ
た。今回、患者自身リンパ浮腫に対する知識、予防の必
要性、予防法を習得してもらうためにパンフレットを
作成し、それを用いてリンパ節郭清手術を行った患者
へ指導を試みた。また指導後面接を行い評価した結果
を報告する。
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1．対象
　9階西病棟においてリンパ節郭清術を行った患者
　7名
2．期間　H1610月～11月
3．方法
　①リンパ浮腫について、早期予防の必要性、患者が
　　出来るマッサージの方法、日常生活においての
　　注意点のパンフレットを作成する。
　②手術後1週間目にパンフレットを用いて研究担
　　当看護師が指導を行う。
　③指導後10日目に面接を行い以下の内容を評価し
　　た。
　　1）パンフレットを用いて指導をうけた後の理
　　　　解の程度。
　　2）対処の必要性の理解度
　　3）パンフレットを参照してマッサージ方法の
　　　　取得はできたか。
　　　　①実際の施行状況
　　4）患者の意見
4．面接によって得た結果は、当研究以外の目的には
　使用しないこととする。
皿結果
　リンパ浮腫に対する患者の知識としては、名前だけ
聞いた事がある患者が6名で、リンパ浮腫に関して知
識がない患者が1名であった。
3）パンフレットを参照してマッサージ方法の習得は
　できたか
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　指導後、パンフレットを読み返した患者は5名で、読
み返さなかった患者が2名であった。読み返した患者
は主にマッサージ施行時参照していた。
①実際の施行状況
マッサージをした 5名
ストッキングをはいた 2名
下肢挙上をした 5名
何もしなかった 0名
その他（波動マッサージとフットバス） 4名
　患者の意見として、もう少し体の調子が良くなって
から指導をしてほしかったなどの意見があり、再度指
導を求められる事もあった。また、マッサージを毎日
継続して行うのは困難であるという意見が多数聞かれ
た。
Iv考察
　今回リンパ浮腫の出現するリスクが高いと考えられ
る患者7名にパンフレットを用いて指導し、その後面
接を行ない評価した結果、7名中6名はリンパ浮腫と
いう言葉を聞いていたことがあり、認識があった。し
かし、具体的な内容や、対処方法は知られていない事
も確かであった。
　今回、パンフレットを用いて指導を行い、患者がリ
ンパ浮腫に対する理解、知識が得られたと考える。結
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果からも言える様に、パンフレットを読み返したとい
う患者が大半を占めており予防に対する高い意欲が伺
える。また更に、事前から対処する必要性を指導する
ことで患者の予防に対する意識が高まり、対処行動へ
の意欲も高まったのではないかと考える。マッサージ
方法の取得に対する問いに関しては（理解できた）が
3名、（理解できたが実技が不十分）が3名、（わからな
い）が1名という結果が出ており今後の課題として指
導内容、指導方法の検討が挙げられる。
　評価の結果として（マッサージをした）5名という
結果があるも、毎日継続することは困難であるという
意見が多く、毎日継続して実施した人は少数であった。
それに比べ日常生活の中に取り込める弾性ストッキン
グの着用、下肢挙上などの方法は実施しやすかったと
言える。また、波動マッサージや、フットバスを実施し
たという結果も出たが、これは入
　院生活中、スタッフによってセッティングされてお
り、看護師による援助である。しかし、指導を行い患者
自身がリンパ浮腫に対して第三者の手を借りて対処行
動をとったと言えるのではないか。
　今回リンパ節郭清術後7日目～10日目の患者に対し
調査を行ったが『もう少し体の調子が良くなってから
指導して欲しかった。』という意見もあり、指導内容だ
けでなく対象の回復状況に合わせて指導時期を考慮す
ることも必要であると考えられる。
Vまとめ
　リンパ浮腫のパンフレットを作成し、指導を行うこ
とでリンパ浮腫に対する患者の関心は深まった。また、
リンパ浮腫が出現する以前から指導を行うことでリン
パ浮腫出現時の対処能力を育てる事が出来た。しかし、
実際出現する可能性、時期などは憶測出来ない為患者
の目標が定まらず意欲に欠けてしまう。また、患者の
状態に応じて適切な時期に指導を行なうことが、対処
行動をとることにつながると考える。今後の課題とし
て、より分かり易い指導が実施でき、又、更にリンパ浮
腫予防への関心と意欲が高められるような指導内容へ
と修正し、患者が対処行動をとれるように継続して働
きかけていきたい。
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